
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

不具合発生箇所 

原動機において、高圧燃料ポンプ及びブレーキのバキュームポンプを駆動させるカムの製造が不適切なため、

強度が不足しているものがある。そのため、高負荷運転を行うと、カムが破損して、燃料を加圧することがで

きなくなり、エンジンの出力が低下する。また、負圧を発生させることができなくなり、ブレーキペダルの操

作力が増大し、制動距離が長くなるおそれがある。 

改善の内容 

全車両、エンジン制御コンピュータのプログラムを対策プログラムに書き換え、カムに作用する負荷を低減さ

せる。 

 

 

識別：キャンペーンステッカーに「23R1、日付（西暦・月・日の順）、ワークショップスタンプ」を記入し、スペアタイヤ収納部左

側面に貼りつける。 

 

 

 

 

 

 

はプログラムを書き換える部品  

エンジン制御コンピュータ 


